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シ リ ズーシ リ ズー 地域で活躍する人　　北野田区予算化された事業 その後

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
頑
張
る

美
味
し
い
白
ね
ぎ
を
つ
く
る

担
い
手
農
業
者
機
械
等
導
入
支
援
事
業

白
ね
ぎ
農
家　
大お

お
北き

た 

俊と
し

明あ
き

さ
ん（
牛
渕
区
）

北
野
田
さ
く
ら
シ
ニ
ア
会

い
ま
す
。

　

ま
た
、
徳と
く

威い

三み

嶋し
ま

宮ぐ
う

の

清
掃
を
毎
月
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
会
の
課
題
は

　

ジ
ョ
イ
グ
リ
ー
ン
が

本
年
３
月
で
閉
鎖
さ
れ

る
た
め
、
新
た
な
練
習
場

の
確
保
が
課
題
で
す
。
ま

た
、
若
い
人
の
加
入
が
少

な
く
、
会
員
の
減
少
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

◆
活
動
状
況
は

　

週
２
回
（
月
・
木
）、
レ

ス
パ
ス
シ
テ
ィ
の
ジ
ョ

イ
グ
リ
ー
ン
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

か
ら
県
大
会
に
連
続
出

場
し
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ッ

ケ
ー
も
県
大
会
常
連
で

す
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
95
歳
最
年
長

の
東
倉
又ま
た

計か
ず

さ
ん
を
は

じ
め
活
発
に
活
動
を
し
て

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　

議
員
の
皆
さ
ん
と
接

す
る
機
会
が
少
な
い
の

で
、
市
老
連
の
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
運
動

会
、
生
き
生
き
発
表
会

な
ど
の
行
事
に
参
加

し
、
会
員
と
の
交
流
を

深
め
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
活
動
の
転
機
は

　

平
成
24
年
安
部
毅た
け
し

会

長
（
当
時
）
の
提
案
で
活

動
的
な
会
員
約
20
人
が
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
県

大
会
出
場
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
名
称

も「
北
野
田
老
人
ク
ラ
ブ
」

か
ら
市
の
花
”さ
く
ら
”に

ち
な
ん
で
、明
る
い
イ
メ
ー

ジ
の
「
北
野
田
さ
く
ら
シ

ニ
ア
会
」
と
し
ま
し
た
。

◆
事
業
で
導
入
し
た
の
は

　

白
ね
ぎ
の
根
切
り
機

と
皮
む
き
機
で
す
。
根
切

り
機
は
、
赤
外
線
で
長
さ

を
測
り
、
出
荷
寸
法
に
切

り
そ
ろ
え
ま
す
。
皮
む
き

機
は
、
回
転
ノ
ズ
ル
の
空

気
圧
で
表
皮
を
む
い
て
整

え
ま
す
。
最
新
式
の
機
械

に
更
新
し
た
の
で
、
作
業

効
率
は
格
段
に
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

◆
白
ね
ぎ
栽
培
を
始
め
た

　

経
緯
は

　

約
30
年
前
に
両
親
が

栽
培
を
始
め
、
高
齢
に
よ

り
、
４
年
前
に
私
が
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
安
心
安
全

を
目
標
に
栽
培
し
て
い

ま
す
。
減
農
薬
、
有
機
肥

料
使
用
で
、
エ
コ
え
ひ
め

（
愛
媛
県
特
別
栽
培
農

産
物
等
認
証
制
度
）
の
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
作
業
内
容
は

　

３
月
中
旬
に
播は

種し
ゅ

機き

で
苗
箱
に
種
を
ま
き
、
育

苗
を
経
て
、
４
月
中
旬
か

ら
５
月
に
畑
に
移
植
し

ま
す
。
９
月
に
除
草
し
、

土
か
け
を
始
め
ま
す
。
土

か
け
を
し
て
か
ら
30
～

45
日
か
け
て
白
ね
ぎ
の

特
長
で
あ
る
白
い
部
分

を
作
り
ま
す
。
12
月
に
出

荷
。
根
切
り
機
、
皮
む
き

機
は
、
最
も
時
間
が
か
か

る
出
荷
作
業
で
力
を
発

揮
し
て
く
れ
ま
す
。

　

他
に
米
麦
を
約
３
ha
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
15
a
、

里
芋
を
10
a
、
ほ
ぼ
１
人

で
耕
作
し
て
い
ま
す
。

◆
栽
培
上
の
工
夫
は

　

減
農
薬
栽
培
で
使
用

す
る
消
毒
薬
は
、
自
然
由

来
で
予
防
的
な
も
の
が

多
い
た
め
、
使
用
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
と

ね
ぎ
が
病
気
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
年
間
計
画

を
立
て
、
早
め
の
対
応
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
工
夫
に
よ

り
、
収
穫
し
た
ね
ぎ
は
、

「
安
全
で
甘
い
」
と
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
J
A
に
出
荷

し
、
エ
コ
え
ひ
め
の
認
証

農
産
物
と
し
て
、
松
山
や

大
阪
の
市
場
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
課
題
は

　

農
家
の
後
継
者
不
足

で
す
。
農
業
は
魅
力
あ
る

職
業
で
、
高
齢
で
も
経
営

で
き
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
農
家
自
身
が
子

ど
も
に
後
を
継
ぐ
こ
と

を
勧
め
な
い
こ
と
も
問

題
で
す
。
も
っ
と
農
業
に

誇
り
を
持
ち
、
子
ど
も
に

伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

会長 久
く

保
ぼ

 良
よし

彦
ひこ

さん大
おお

北
きた

 俊
とし

明
あき

さん

【北野田区】
　南吉井小学校区で四国が
んセンターの南側に位置し、
平成８年度までの土地区画
整理事業により宅地整備さ
れた野田１丁目・２丁目地
区と国道11号線南側の本郷
区からなる。12月末の人口
は1598人（739世帯）

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
楽
し
く

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

仲
間
、
募
集
中
で
す
。

ねぎを切りそろえる

ねぎの皮をむく

袋詰め

グラウンドゴルフ大会入賞

グラウンドゴルフ大会

クロッケー大会 クロッケー県大会に出場

東温市老人クラブ大運動会

五
十
音
順
で
各
区
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
「
北
野
台
団
地
区
」
を

取
材
予
定
で
す
。

トラクターで白ねぎを収穫



5 4

　

第
４
回
東
温
市
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
１

日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
21
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般
会
計
補
正

予
算
等
18
議
案
（
承
認
１
件
、補
正
予
算
７
件
、

条
例
改
正
８
件
、
そ
の
他
議
案
１
件
、
人
事
案

件
１
件
）
及
び
請
願
１
件
の
合
計
19
議
案
を
審

議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
ほ
か
７
会
計

の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

12 月

定例会

一般会計補正予算

８億151万円
（累計183億9009万円　前年度同期比2.9％増）

総合公園ハロウィンの森の
ローラースライダー修繕

寄附金受入額の増加に伴う経費

新型コロナウイルス感染症が５類に移行したこと
に伴う受診控えの反動、インフルエンザの流行を
見込み増額補正

（国民健康保険特別会計）

戸籍住民基本台帳等にふりがな対応を行うための
システム改修に要する経費

安全性を確保するための修繕に係る経費につい
て、緊急を要したため10月17日付で専決処分を
行ったもの

問 返礼品の人気品物は。
答 紅まどんな、せとか、えひめの柑橘セット、
らくれんヨーグルトセットなどが上位を占めている。

問 戸籍住民基本台帳へのふりがな対応とは。
答 マイナンバー法等の改正により、戸籍と附票、住
民票の記載事項に「氏名のふりがな」が追加された。
問 市民の手続きは。
答 市民全員がふりがなの届出をする必要がある。
本籍地から通知が郵送され、返送する流れになる
と想定される。

問 点検業者から、いつ、どのような危険がある
と報告があったのか。
答   ９月29日業務報告において、ローラー軸部分
の劣化が著しく進んでおり、脱落等が発生すると、
指等の挟み込みや、落下事故等重大事故につなが
るリスクがある旨の指摘を受けた。
問 修繕料が4300万円と高額になった理由は。
答   ローラー自体がメーカー指定の特注品である
ことによる。また、資材の高騰が影響したため。
※専決処分とは
　議会が議決するべき事件について、議会を招集する
時間的余裕がない場合等に市長が議会に代わり、意思
決定すること。

ローラースライダー

紅まどんな

4300万円

1081万円

1084万円

３億9369万円

2820万円

本会議の動画はこちら
から視聴できます。

療養給付費

子ども医療費助成事業

子ども医療費・療養給付費

戸籍情報システム改修事業

ふるさと納税寄附金

全市民に３千円

生活応援商品券配付

物価高騰対策生活応援
商品券事業

住民税非課税世帯
物価高騰支援給付金支給事業

市民全員へ３月末までにとうおん温
あった

か生活応援商
品券（５月末まで使用可）を配布

低所得世帯への支援として、１世帯当たり７万円
支給

問 １人当たり３千円とした理由は。
答   物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金と
して、国から示された限度額や追加交付が見込
まれる普通交付税を基に事業規模の検討を行い、
３千円の商品券とした。５千円の場合なども検討
したが、一般財源の負担がかなり大きくなること
から、本市においては３千円とした。

問 対象世帯と給付のスケジュールは。
答   12月１日時点で本市に住民票があり、令和５
年度住民税非課税世帯で、前回の３万円給付と異
なり別世帯の課税者に扶養されている人は対象外
となる。住民税非課税世帯から対象でない人を除
外する作業に約１か月かかり、その後対象者へ確
認書を発送、返送されたものを審査するため、１
月下旬に支給開始となる。

総合公園の植栽も管理伊予鉄EVバス

３億5477万円 １億2824万円

令和６年度から10年度の５年間の期間における、
ツインドーム重信、農林業者トレーニングセン
ター、川内体育センター、総合公園の指定管理者
を指定

川内バスターミナルを整備する伊予鉄バス株式会
社に対する補助（ＥＶバス用充電器設置、パーク
＆ライド、サイクル＆ライド設備等整備、デジタ
ル表示機の設置）

問 指定管理者の業務内容は。
答 施設の管理運営業務。内容は、施設利用の受付、
使用料の徴収や収納、開館・閉館・施錠などの警
備及び軽微な修繕、植栽管理等である。
問 指定管理者制度を導入しているメリットは。
答 施設の維持管理費の抑制、事務の効率化及び
利便性の向上が図れ、指定管理者が企画する各種
イベントやスポーツ大会等を通して、利用者の
ニーズに応えることができる。

問 ＥＶバス増加の見込みは。
答 伊予鉄バス㈱は、令和５年度から９年度まで
の５年間で、毎年10台ずつ、合計50台のＥＶバス
を導入する計画。今年度導入予定の10台の内５台
は川内線で運行される予定である。
問 パーク＆ライドが川内支所等にあるが、川内
バスターミナルに設置する理由は。
答 川内バスターミナルは、バスの定期券購入者
を対象として、伊予鉄バスが行うものである。

2725万円
指定管理者の指定について

地域公共交通活性化事業
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令和５年12月定例会提出議案

承認５　一般会計補正予算（第４号）
４ページ参照

議案59　一般会計補正予算（第６号）
４、５ページ参照

議案60　国民健康保険特別会計補正予算
	 （第１号）

４ページ参照

議案61　介護保険特別会計補正予算（第１号）
議案62　水道事業会計補正予算（第２号）
議案63　下水道事業会計補正予算（第１号）
議案73　一般会計補正予算（第５号）

５ページ参照

議案74　一般会計補正予算（第７号）
５ページ参照

議案72　指定管理者の指定について
５ページ参照

議案75　農業委員会委員の任命

８、９ページ参照

請願２　健康保険証の廃止を中止し、存続を求
める請願書
６ページ参照

議案64　市議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正

議案65　特別職の職員の給与及び旅費に関す
る条例の一部改正

議案66　職員の給与に関する条例の一部改正
議案67　職員の特殊勤務手当に関する条例の

一部改正
議案68　国民健康保険税条例の一部改正
議案69　特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部改正

議案70　水道給水条例の一部改正
６ページ参照

議案71　火災予防条例の一部改正

認定１　一般会計歳入歳出決算認定
認定２　国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定
認定３　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定
認定４　介護保険特別会計歳入歳出決算認定
認定５　田窪第２工業団地特別会計歳入歳出決

算認定
認定６　吉久工業団地特別会計歳入歳出決算認

定
認定７　水道事業会計決算認定
認定８　下水道事業会計決算認定

専決処分

補正予算

その他

請　願

条例改正

認　定（令和４年度決算）

議案

山
内
　
孝
二

安
井
　
浩
二

近
藤
千
枝
美

丸
山
　
　稔

相
原
真
知
子

森
　
　
真
一

渡
部
　
繁
夫

丹
生
谷
美
雄

細
川
　
秀
明

松
末
　
博
年

亀
田
　
尚
之

渡
部
　
勇
次

永
井
　
大
介

大
西
　
正
之

野
口
　
　竜

議決結果
（賛成：反対）

議案第70号 〇 〇 〇 − 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決（12：２）

議案第72号 〇 〇 〇 − 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（13：１）

請願第２号 × × × − × 〇 × × 〇 × × 〇 × × × 不採択（３：11）

賛否が分かれた議案（他の議案は全員賛成で可決されました。）

〇賛成　　×反対　　議長（丸山稔）は採決に加わらない。

水道料金 令和６年４月から改定

請願　　健康保険証の廃止を中止し、存続を求める請願

改正内容

請願内容

経営の健全化や安定的な事業の継続のた
め、令和６年４月使用分から（６月請求分）、
現行の料金収入総額の８％増収を目標に、
水道料金を改定するもの。

健康保険証の廃止は行わず、現在の健康保険
証が引き続き使用できるようにすること。

水道給水条例の一部改正

問 改定内容は。
答 基本料金は、全口径で一律20％の改定を行う。
従量料金は、一律の改定率ではなく、小口使用者
が多く使用する30㎥までを約４％、30㎥を超える
場合は約6.5％改定を行う。

賛成  渡部 勇次

　健康保険証の廃止には、「撤
回あるいは延期」を求める声
が多い。マイナ保険証の利用
により、個人の医療情報が漏
洩する恐れがある。便利な健
康保険証を残して、併用にす
ればよい。

反対  山内 孝二

　この新たな医療制度改革
は、患者の安心・安全でより
質の高い医療、医療現場の負
担軽減等医療分野での期待が
大きい。国は制度移行に伴う
国民の不安払拭に最大限の努
力を。

反対  渡部 勇次

　物価高騰が市民の生活を苦
しめている折、約８％の増額
改定には反対する。特に、基
本料金を約20％と大幅に改定
することで、小口使用者ほど
負担が大きくなるのは問題で
ある。

反対  森 真一

　今日本経済は疲弊し、労働
者の実質賃金はこの10年間で
年間24万円も減少している。
このような経済状況の下で水
道料金の値上げは認められな
い。住民の生活向上を求める。

賛成  森 真一

　マイナンバーカードの発行
は、住民の個人情報が欲しい
という財界のねらいだ。資格
確認書を発行するが、これは
定期に発行されないので忘れ
て病院に受診できなくなる恐
れがある。

賛成  永井 大介

　市の経営努力も限界。一般
市民参加の審議会でも是とさ
れた。水道事業は市民の生
命を保障する非常に重要な
事業。破綻など許されず安定
供給を徹底しなければならな
い。

　請願審査を付託された文教市民福祉委員会で
は賛成少数で「不採択」、本会議でも賛成少数
で「不採択」となった。

審査結果

討論

討論

マイナンバーカード

横河原　水天宮

受付中 読み取り機
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決算審査特別委員会

10月18日（水）19日（木）に決算審査
特別委員会を開催し、令和４年度決
算内容について審査を行いました。

認定

歳入
決算額

歳入
決算額

歳出
決算額

歳入

歳出
決算額

187億 286万円
（前年度比 △２．２％）　

312億4540万円
（前年度比 ０．６％）　

174億7793万円
（前年度比 △２．５％）　

296億9945万円
（前年度比 ０．７％）　

一般会計 全会計

コミュニティ振興事業

消防団車両等整備事業

保育所運営管理費

小学校施設大規模改修事業

ふるさと交流館さくらの湯・さくらの湯観光物産
センター維持管理事業

学校給食センター管理運営費

小学校・中学校教育振興費

収入済額　19億6454万円
不納欠損額　　　　 198万円

特定建築物定期報告業務委託料

ホース格納箱更新

ごみ集積庫設置工事

北吉井小学校屋外プール
長寿命化調査委託料

指定管理者管理業務委託料

修繕料

えひめICT学習支援システム

固定資産税

問 対象となる建物や調査内容は。
答 建築基準法の規定に基づき、集会室の面積が
200㎡を超える特定建築物は、３年に１回、有資
格者による点検を行っている。志津川集会所及び
下林集会所の２施設について実施した。

問 ホース格納箱の設置数と更新の状況は。
答 現在、ホース格納箱は市内に506基ある。新設
も含め15基設置した。今後は、更新数を増やし、
設置後20年を目安に更新する計画である。

問 公立保育所の使用済み紙おむつを市が処分す
ることになり、ごみ集積庫を設置したことによる
効果は。
答 現場の保育士からは、負担軽減に繋がり大変
助かっていると聞いている。

問 調査結果は。
答 コンクリートの劣化が著しいとの調査結果で
あったことから、改築することとなった。

問 観光物産センターの来場者数、ふるさと交流
館の入館者数は。
答 観光物産センターのレジ通過者は6万7655人で
前年度比9258人の増。さくらの湯の入館者数は19
万6353人で前年度と比べ回復傾向にある。

問 修繕料が昨年に比べ大幅増加した理由は。
答 食器洗浄機のコンベアベルトの交換に約374万
円要したことが主な理由である。

問 システムの内容は。
答 愛媛県の主導により、県下全市町が負担し、
導入した愛媛県独自のシステム。パソコン上でテ
ストやドリルを子ども達に配信し、採点も自動で
できる。教員の手間が省け、結果が瞬時に得られ、
すぐにフィードバックできるメリットがある。ま
た、教員が作った問題を県下で共有できる機能が
ある。

問 不納欠損額198万円の件数、滞納繰越額に対す
る回収方法は。
答 不納欠損件数は60件で、前年度より14件減で
ある。適時、滞納処分等を行い、地方税滞納整理
機構と連携し、滞納整理に努めている。

※不納欠損とは
　歳入徴収額を調定したものの何らかの理由で徴
収が行えず、今後も徴収の見込みがたたないため、
会計処理上、未納額から除外すること。

64万円

223万円

65万円

103万円

800万円

1268万円

47万円

１億7176万円 ４億1069万円

スマート IC整備事業 ごみ収集事業
東温スマートIC令和６年３月末供用開始予定 令和４年度から燃やすごみを

松山南クリーンセンターへ搬入処理開始

志津川集会所

下林集会所

食器洗浄機

令和４年度 決算令和４年度 決算
財政指標は 健全を維持

注目事業
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①
両
幼
稚
園
に
お

い
て
、
来
年
度
の

児
童
総
数
の
見
込
み
は
。

　

②
地
元
対
象
園
児
に

対
す
る
行
政
の
対
策
は
。

　

③
両
地
区
の
活
動
評

価
と
共
に
、来
年
度
の
園

運
営
の
見
通
し
は
。

　
　

①
11
月
27
日
時
点

で
の
申
込
状
況
と

在
園
児
を
合
算
し
た
見

込
み
数
は
、東
谷
幼
稚
園

が
１
人
、西
谷
幼
稚
園
は

満
３
歳
児
の
途
中
入
園

を
含
め
る
と
令
和
６
年

度
末
ま
で
に
７
人
と
な

る
。 問答

　
　

①
役
付
き
職
員
の

女
性
割
合
は
。

　

②
新
規
採
用
に
お
け

る
女
性
割
合
は
。

　

③
男
女
共
同
参
画
計

画
の
達
成
状
況
と
終
結

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　

①
１
４
８
人
中
45

人
で
30
・
４
％
が

女
性
。

　

②
11
人
中
６
人
で

54
・
５
％
が
女
性
。

　

③
役
付
き
職
員
の
女

性
割
合
に
つ
い
て
、現

時
点
に
お
い
て
は
策
定

当
時
の
基
準
値
や
目
標

数
値
に
届
か
な
い
状
況

問答

　

②
最
近
で
は
、未
就
園

児
が
集
ま
る
機
会
を
捉

え
て
、校
区
外
就
園
が
で

き
る
こ
と
や
必
要
に
応

じ
て
少
人
数
保
育
の
良

さ
な
ど
、両
園
の
魅
力
発

信
に
努
め
て
い
る
。

　

③
東
谷
、西
谷
両
地
区

で
は
、地
元
唯
一
の
幼
児

教
育
施
設
で
あ
り
、地
域

と
共
に
歩
ん
で
き
た
歴

史
か
ら
休
園
に
な
ら
な

い
よ
う
地
元
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
、精
力
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
。合
理
的
な

改
善
策
が
示
さ
れ
た
場

合
の
十
分
な
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、地
道

な
活
動
は
今
後
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。

　

な
お
、現
在
申
込
期
間

中
で
あ
る
が
、当
初
の
計

画
ど
お
り
極
端
な
少
人

数
で
は
子
ど
も
の
成
長

や
園
運
営
に
懸
念
が
あ

る
。こ
の
こ
と
か
ら
、園

児
数
が
３
人
を
下
回
っ

た
場
合
は
休
園
措
置
を

取
り
、在
園
児
に
つ
い
て

は
川
上
幼
稚
園
で
の
合

同
保
育
と
す
る
予
定
で

あ
る
。（
保
育
幼
稚
園
課
長
）

で
あ
る
。し
か
し
将
来
的

に
は
多
く
の
管
理
職
ポ

ス
ト
を
女
性
が
担
っ
て

い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。そ
の
た
め
に
時
差
出

勤
制
度
や
、テ
レ
ワ
ー

ク
、ま
た
女
性
職
員
向
け

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研

修
な
ど
も
重
視
し
、女
性

職
員
の
多
様
な
職
務
機

会
の
付
与
や
研
修
会
へ

の
参
加
促
進
な
ど
、計
画

的
な
育
成
と
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
支
援
に
努
め
る
。

　
（
総
務
課
長
）

職
員
配
置
の
充
足
状
況

と
勤
務
実
態
に
つ
い
て

　
　

①
各
課
職
員
数
の

不
足
数
は
。

　

②
勤
務
に
対
す
る
職

員
個
々
の
意
見
の
扱
い

問

滑
川
野
外
活
動
研
修
施

設
の
課
題
と
対
策
は

　
　

幅
広
い
市
民
に
活

用
を
促
す
方
向
性

と
は
。

　
　

令
和
４
年
度
の
延

べ
利
用
者
４
０
４

９
人
の
う
ち
２
４
５
２

人
お
よ
そ
60
・
６
％
が

市
内
の
利
用
者
で
あ
っ

た
。令
和
５
年
度
は
10

月
末
の
時
点
で
、延
べ
利

用
者
は
３
１
１
６
人
の

う
ち
１
７
３
３
人
お
よ

そ
55
・
６
％
が
市
内
の

利
用
者
で
あ
る
。今
年
度

も
多
世
代
が
参
加
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
開
催

し
て
お
り
、さ
ら
な
る
市

民
の
利
用
拡
大
を
支
援

し
て
い
く
。（
生
涯
学
習

課
長
）

問答

は
。

　

③
働
き
方
全
般
の
管

理
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

　

④
労
働
環
境
や
実
態

を
横
断
的
に
調
査
し
、働

き
方
改
革
、ま
た
職
場
改

革
を
具
現
化
す
る
専
門

チ
ー
ム
を
発
足
し
て
は

ど
う
か
。

　
　

①
教
育
委
員
会
部

局
に
お
い
て
、合
計

10
人
の
不
足
と
な
っ
て
お

り
、今
も
補
充
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

②
年
２
回
の
人
事
評

価
の
際
に
管
理
職
が
個

別
に
面
談
し
聴
取
等
し

て
い
る
。

　

③
次
世
代
育
成
支
援

や
女
性
の
活
躍
推
進
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。今
後
も
目
標
の
効
果

的
な
推
進
の
た
め
、点

検
・
評
価
を
行
っ
て
い
く
。

　

④
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
に
よ
る
働
き

方
の
変
化
や
新
た
な
行

政
需
要
等
に
対
応
す
る

た
め
に
も
「
働
き
方
改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

を
再
編
し
、新
た
な
課
題

の
解
決
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。（
総
務
部
長
）

答

細
ほそ

川
かわ

　秀
ひで

明
あき

　議員

永
なが

井
い

 大
だい

介
すけ

　議員

滑川から見上げる野外活動研修施設

男女が共に活躍できる職場

男女共同参画の

実態は

東谷 ・ 西谷幼稚園の

運営の方向性は

12月定例会

一 般 質 問 6議員が市政を問う!!6議員が市政を問う!!

1 医療センターに総合的老人福祉施設の建設を
2 自衛隊への個人情報の提供について
3 健康保険証の発行について

1 東谷・西谷幼稚園の運営の方向性は
2 滑川野外活動研修施設の課題と対策は

1 健康長寿を目指したまちづくりの推進を
2 不登校児童生徒に、個に応じた適切な支援を
3 サイクルツーリズムのさらなる進展を

1 男女共同参画の実態は
2 職員配置の充足状況と勤務実態について

1 給付型奨学金基金の現状は
2 地球温暖化対策への対応は

1 妊娠前からの健康管理の取り組みを
2 HPV ワクチン接種対象者への周知は

森
もり

 眞
しん

一
いち

 議員

細
ほそ

川
かわ

 秀
ひで

明
あき

 議員

渡
わた

部
なべ

 勇
ゆう

次
じ

 議員

永
なが

井
い

 大
だい

介
すけ

 議員

相
あい

原
はら

 眞
ま

知
ち

子
こ

 議員

近
こん

藤
どう

 千
ち

枝
え

美
み

 議員

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での
一般質問の動画を観ることができます。

12月５日

12月６日
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本
市
の
給
付
型
奨

学
金
基
金
の
現
状

は
。

　
　

今
年
度
11
月
現
在

で
、
２
３
５
万
６

千
円
の
寄
付
、今
年
度
末

の
基
金
残
高
は
１
１
０

１
万
６
１
４
０
円
と
な

る
見
込
み
。広
報
誌
等
で

募
り
、継
続
し
安
定
し
た

基
金
の
運
用
を
図
り
た

い
。（
教
育
委
員
会
事
務

局
長
）

　
　

貸
与
型
奨
学
金
の

返
済
の
一
部
支
援

に
つ
い
て
の
検
討
は
。

問答問

　
　

①
愛
媛
医
療
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
に
総

合
的
な
高
齢
者
福
祉
施

設
を
建
設
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　

②
介
護
職
員
の
待
遇

改
善
の
た
め
に
、交
付
金

を
充
て
る
よ
う
国
に
要

望
で
き
な
い
か
。

　
　

①
本
市
で
は
中
予

圏
域
６
市
町
に
よ

る
松
山
広
域
福
祉
事
務

組
合
に
お
い
て
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
久
谷
荘

を
設
立
し
て
い
る
た
め
、

市
が
単
独
で
特
別
養
護

問答

　
　

持
続
的
財
源
確
保

が
困
難
な
た
め
実

現
で
き
な
い
が
、若
年
出

産
世
帯
奨
学
金
返
還
支

援
事
業
の
実
施
を
検
討

し
て
い
る
。（
教
育
委
員

会
事
務
局
長
）

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

対
応
は

　
　

国
の
温
対
法
に
基

づ
く
地
球
温
暖
化

対
策
地
方
公
共
団
体
実

行
計
画（
区
域
施
策
編
と

事
務
事
業
編
）
の
内
容
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

区
域
施
策
編
は
、本

市
の
全
て
の
活
動

を
対
象
と
す
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
削
減
計
画

で
市
の
取
り
組
み
指
針

と
な
っ
て
い
る
。本
年
度

か
ら
、家
庭
用
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
に
対
す
る
補
助
制
度

を
新
設
し
た
。

　

事
務
事
業
編
は
、市
役

所
が
実
施
す
る
事
務
事

業
に
伴
う
排
出
削
減
計

画
で
あ
る
。今
後
、再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
整

備
に
つ
い
て
推
進
し
て

い
き
た
い
。　（
環
境
保
全

課
長
）

答問答

老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

②
現
在
国
で
は
、介
護

報
酬
へ
の
介
護
職
員
処

遇
改
善
加
算
に
よ
り
待

遇
の
改
善
を
行
っ
て
お

り
、令
和
６
年
４
月
か
ら

の
介
護
報
酬
の
改
定
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。市
は
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。（
長
寿
介

護
課
長
）

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報

の
提
供
に
つ
い
て

　
　

自
衛
隊
に
市
民
の

個
人
情
報
を
提
供

し
て
い
る
の
か
。

　

提
供
し
て
い
る
場
合

ど
の
よ
う
な
方
法
で
提

供
し
て
い
る
の
か
。

　
　

自
衛
隊
法
第
97
条

第
１
項
、並
び
に
自

衛
隊
法
施
行
令
第
１
６

２
条
に
基
づ
き
、18
歳

の
市
民
に
つ
い
て
、氏
名
、

住
所
、生
年
月
日
及
び
性

別
の
４
項
目
を
紙
媒
体

で
提
供
し
て
い
る
。（
危

機
管
理
課
長
）

問答

　
　

薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
の
導
入
は
。

　
　

市
の
公
共
施
設
で

は
、学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
や
桜
花
苑
に
導
入

し
て
い
る
が
、一
般
家
庭

や
事
業
所
に
お
け
る
導

入
状
況
は
把
握
し
て
い

な
い
。（
環
境
保
全
課

長
）

　
　

愛
媛
県
や
県
内
他

市
町
が
２
０
５
０

年
二
酸
化
炭
素
排
出
実

質
ゼ
ロ
表
明
を
し
て
い

る
が
、本
市
の
対
応
は
。

　
　

地
球
温
暖
化
対
策

地
方
公
共
団
体
実

行
計
画
改
訂
時
に
、検
討

し
た
い
。（
環
境
保
全
課

長
） 問答問答

健
康
保
険
証
の
発
行
に

つ
い
て

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
の
一
体
化
に

よ
り
健
康
保
険
証
は
発

行
を
中
止
す
る
の
か
。

　
　

健
康
保
険
証
が
令

和
６
年
秋
に
廃
止

さ
れ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
一
体
化
さ
れ

る
こ
と
は
決
定
さ
れ
て

い
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人

へ
の
資
格
確
認
書
の
発

行
に
つ
い
て
は
、現
在
国

で
も
検
討
し
て
お
り
、市

と
し
て
は
、国
か
ら
の
通

知
に
従
い
処
理
を
進
め

て
い
く
。引
き
続
き
、国

の
動
向
を
注
視
し
、対

応
し
て
い
く
。（
市
民
課

長
） 問答

相
あい

原
はら

 真
ま

知
ち

子
こ

　議員

森
もり

　真
しん

一
いち

　議員

ペレットストーブ

廃止されるのか健康保険証

医療センターに総合的

老人福祉施設の建設を

給付型奨学金基金の

現状は

　
　

超
高
齢
社
会
を
迎

え
た
今
、地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
課

題
は
。

　
　

高
齢
者
が
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地

域
で
医
療
・
介
護
・
介
護

予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
を
一
体
的
に
提
供
す

る
体
制
で
あ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
前

進
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　

行
政
な
ど
が
行
う
支

問答

　
　

①
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア（
妊
娠

前
か
ら
の
健
康
管
理
）に

対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

　

②
学
校
に
お
け
る
保

健
教
育
・
健
康
教
育
の
取

り
組
み
は
。

　

③
プ
レ
コ
ン
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
活
用
を
。

　

④
産
婦
人
科
等
で
の

プ
レ
コ
ン
チ
ェ
ッ
ク
費

用
の
助
成
導
入
を
。

　
　

①
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
の
普

及
啓
発
に
努
め
る
。

　

②
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
て
保
健
教

問答

援
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
、自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、様
々
な
組

織
や
地
域
住
民
が
連
携

し
、課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
（
長
寿
介
護
課
長
）

不
登
校
児
童
生
徒
に
、

個
に
応
じ
た
適
切
な

支
援
を

　
　

不
登
校
児
童
生
徒

の
増
加
と
い
う
現

状
を
踏
ま
え
た
学
校
の

取
り
組
み
は
。

　
　

各
学
校
に
お
い
て

は
、「
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
」
と
し
て
、す

べ
て
の
児
童
生
徒
に

と
っ
て
「
心
の
居
場
所
」

「
絆
づ
く
り
の
場
」
と
な

る
よ
う
「
授
業
づ
く
り
」

「
集
団
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

不
登
校
の
背
景
は

様
々
で
あ
る
が
、今
後
と

問答

育
を
実
施
し
て
い
く
。

　

③
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、個
別
の
相
談
や
保

健
指
導
の
機
会
を
通
じ

て
普
及
啓
発
し
て
い
く
。

　

④
今
後
、国
・
県
の
動

き
、他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
に
注
視
し
研
究
し

て
い
く
。（
市
民
福
祉
部

長
）H

P
V
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
象
者
へ
の
周
知
は

　
　

①
積
極
的
勧
奨
再

開
と
な
っ
て
、定
期

接
種
対
象
者
へ
の
周
知

方
法
、接
種
率
の
現
状
は
。

　

②
積
極
的
勧
奨
差
し

控
え
期
間
に
よ
り
、定
期

接
種
年
齢
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
対
象
者
に
対
す

る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
制

度
が
令
和
７
年
３
月
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。対
象

者
へ
の
周
知
方
法
、接
種

問

も
、い
ろ
い
ろ
な
立
場
の

人
が
関
わ
り
、不
登
校
の

児
童
生
徒
や
家
族
の
方

が
孤
立
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
。（
学
校
教
育

課
長
）

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
さ
ら
な
る
進
展
を

　
　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム（
自
転
車
を
利

用
し
た
観
光
）の
今
後
の

可
能
性
と
課
題
は
。

　
　

本
市
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
は
、県

内
最
大
の
観
光
地
「
道

後
・
松
山
」
か
ら
10
㎞
程

度
の
位
置
に
あ
り
な
が

ら
、豊
か
な
自
然
環
境
を

体
感
で
き
る
道
後
発
着

の
日
帰
り
体
験
型
旅
行

商
品
と
な
っ
て
お
り
、そ

の
強
み
を
売
り
込
む
こ

と
に
よ
り
、新
た
な
観
光

客
の
獲
得
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、気
軽
に
楽
し

め
る
コ
ー
ス
で
あ
る
「
重

信
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
」
等
の
認
知
度

を
さ
ら
に
高
め
る
必
要

が
あ
る
。（
専
門
監
・
地

域
活
力
創
出
課
長
）

問答

率
の
現
状
は
。

　

③
令
和
２
年
12
月
、

厚
労
省
は
９
歳
以
上
の

男
性
へ
の
４
価
ワ
ク
チ

ン
の
任
意
接
種
を
承
認

し
て
い
る
。市
と
し
て
男

性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
導
入

を
。

　
　

①
定
期
接
種
は
、小

学
６
年
生
と
高
校

１
年
生
相
当
の
女
子
に

対
し
個
別
案
内
で
周
知

し
て
い
る
。接
種
率
は
、

令
和
５
年
10
月
末
時
点
、

１
回
目
８
％
、
２
回
目

４
％
、３
回
目
２
％
で
あ

る
。

　

②
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

対
象
者
へ
は
、平
成
９
年

度
か
ら
18
年
度
生
ま
れ

の
女
子
の
う
ち
、Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
未
完

了
の
女
子
等
に
対
し
、個

別
案
内
で
周
知
し
て
い

る
。接
種
率
は
、令
和
５

年
10
月
末
時
点
、１
回

目
18
％
、２
回
目
15
％
、

３
回
目
９
％
で
あ
る
。

　

③
市
と
し
て
任
意
接

種
費
用
助
成
の
導
入
は

検
討
し
て
い
な
い
。他
市

町
の
動
き
等
を
注
視
す

る
。（
健
康
推
進
課
長
）

答

渡
わた

部
なべ

　勇
ゆう

次
じ

　議員

近
こん

藤
どう

 千
ち

枝
え

美
み

　議員

妊娠前からの健康

管理の取り組みを

健康長寿を目指した

まちづくりの推進を

SAMPLE

地域包括支援センター

将来のためにプレコンチェックを
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令
和
６
年　

総
仕
上
げ
の
年
へ

　

令
和
６
年
の
幕
が
開
け
、市
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
の
中
で
、ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

市
議
会
も
今
年
11
月
の
任
期
満
了
に

向
け
、総
仕
上
げ
の
年
と
な
る
た
め
、議

員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
議
会
活
動
に

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
も
、昨
年
５
月
に
５
類
へ
移
行
し
、

徐
々
に
、元
の
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
４
年
間
で
し
た
が
、そ
の

間
、市
議
会
で
は
、デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。議
員
全
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与
し
、リ
モ
ー
ト
会
議
の

導
入
等
、デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
を

大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 　

　

議
会
を
よ
り
身
近
に

　

市
民
と
議
会
の
距
離

を
近
づ
け
る
た
め
、昨

年
４
月
に
「
第
１
回
議

会
報
告
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
報
告
会

は
、今
後
も
内
容
を
充

実
さ
せ
な
が
ら
、毎
年

実
施
す
る
予
定
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
、ぜ
ひ
、

会
場
へ
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　

議
会
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、本
号
が
第
72
号

に
な
り
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
に
、読
み

や
す
く
、よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
議

会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
今
後
と
も
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、議
会
だ
よ

り
の
発
行
目
的
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
「
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、議
会
の
活
性

化
と
議
員
の
資
質
向
上
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。

議長　丸
まる

山
やま

　稔
みのる

文
教
市
民
福
祉
委
員
会　
行
政
視
察
研
修

議場ミニコンサート
　

12
月
１
日
（
金
）
本
会
議
開
会
前
に
、

市
民
に
身
近
で
親
し
ま
れ
る
議
会
を
目

指
し
、デ
ュ
オ
・
ア
マ
ー
ビ
レ
の
お
二
人

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
本
会
議
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
人
の
ユ
ニ
ッ
ト
名
の「
ア
マ
ー
ビ
レ
」

と
は
、愛
ら
し
い
、親
し
み
や
す
い
、優
し

い
と
い
う
意
味
の
イ
タ
リ
ア
語
で
す
。

　

そ
の
名
の
と
お
り
、う
つ
く
し
い
音
色

が
議
場
を
包
み
、す
て
き
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
月
の
沙さ

漠ば
く

」「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で

い
く
」「
雪
が
降
る
」「
ス
タ
ー
チ
ス
」「
ク

リ
ス
マ
ス
・
メ
ド
レ
ー
」
の
５
曲
を
演

奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
前
よ
り
親
交
を
深
め
て
き
た
東
温
市
の
皆
さ

ま
に
私
た
ち
の
演
奏
を
お
届
け
で
き
て
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。「
さ
く
ら
ひ
め
」
の
花
の
よ
う
に
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
温
市
で
の
演
奏
が
多
く
、
こ
の

ま
ち
が
な
じ
み
深
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
の
締
め
く
く
り
に
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

フルーティスト
久
く

保
ぼ

　真
ま

由
ゆ

美
み

さん
ギタリスト

兵
ひょうどう

頭　満
みつる

さん

・フルートとギターの組み合わせ
の演奏はあまりないのでおもし
ろかった。

・セットリストがすばらしく、フ
ルート、オカリナ、ギターの音
色の世界にすてきな時間をすご
させていただきました。

デュオ・アマービレ

傍聴の方のコメント
議
場
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

の
動
画
が
視
聴
で
き

ま
す
。

お
知
ら
せ

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
：
令
和
６
年
５
月
17
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
開
会

場
所
：
川
内
公
民
館

内
容
：
３
月
定
例
会
に
つ
い
て
の
報
告

　
　
　

市
民
と
の
意
見
交
換
等

　

多
数
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東温市
イメージキャラクター
いのとん

　
「
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で
議
会
開

会
中
、
生
中
継
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
過
去
の
録
画
中
継
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

議
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継市議会ページ

　

令
和
５
年
11
月
13
日
、大
阪
府
熊
取
町
、

14
日
に
大
阪
府
大
阪
狭
山
市
で
行
政
視
察

研
修
を
行
っ
た
。

　

熊
取
町
で
は
、子
育
て
支
援
に
力
を
入

れ
て
お
り
、不
妊
・
不
育
治
療
費
助
成
事

業
や
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
等
の

施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

不
妊
・
不
育
治
療
費
助
成
事
業
は
、

治
療
１
回
の
自
己
負
担
額
に
つ
き
、上
限

５
万
円
、上
限
６
回
ま
で
助
成
さ
れ
る
。ま

た
、不
育
治
療
は
、保
険
適
用
外
の
自
己
負

担
額
に
つ
き
、上
限
20
万
円
、通
算
各
６
回

ま
で
助
成
さ
れ
る
。本
市
の
不
妊
・
不
育

治
療
費
助
成
事
業
は
、年
間
５
万
円
だ
が
、

熊
取
町
は
保
険
適
用
後
の
独
自
助
成
を
継

続
し
て
お
り
、そ
の
取
り
組
み
に
感
銘
を

受
け
た
。

　

産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
は
、

妊
娠
中
や
出
産
後
１
年
未
満
で
、日
中

家
族
か
ら
育
児
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

難
し
い
家
庭
に
、市
の
委
託
事
業
者
か
ら

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
事
業
で
あ
る
。利

用
料
金
は
１
時
間
２
４
０
０
円
で
、町
が

１
７
０
０
円
助
成
し
、利
用
者
負
担
は

７
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。令
和
４
年
度

の
利
用
率
は
１
％
と
低
い
が
、利
用
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、事
業
の
満
足
度

は
５
点
満
点
中
、平
均
４
・
５
点
と
高
く
、

今
後
、熊
取
町
に
住
み
結
婚
・
子
育
て
し

よ
う
と
す
る
若
者
世
代
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
。

　

大
阪
狭
山
市
で
は
、ご
み
減
量
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、平
成
23
年
度

の
１
日
１
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
は

１
０
５
３
・
５
g
だ
っ
た
が
、令
和
元
年
度

に
は
８
５
９
・
５
g
に
減
少
、南
河
内
６

市
町
村
中
、ワ
ー
ス
ト
１
か
ら
ベ
ス
ト
２

に
躍
進
し
た
。	

　

こ
の
成
果
は
、市
民
と
市
が
協
働
し
て

取
り
組
ん
だ
「
大
阪
狭
山
市
ご
み
減
量
対

策
推
進
会
議
」
の
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。同
会
議
は
、学
識

経
験
者
や
市
民
代
表
が
参
加
し
、ご
み
減

量
化
に
関
す
る
調
査
研
究
や
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。	

　

大
阪
狭
山
市
の
ご
み
減
量
化
対
策
は
、

市
民
と
協
働
し
た
意
識
改
革
に
よ
っ
て
高

い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

本
市
も
、ご

み
捨
て
困
難
者

問
題
や
、未
分

別
ご
み
問
題
、

不
法
投
棄
問
題

の
解
決
に
向
け

て
、市
民
と
ア

イ
デ
ア
を
出
し

合
い
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が

あ
る
。

副
委
員
長　

大
西　

正
之
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会
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1
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2
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温
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良
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0
番

地
1
　

と
う

お
ん

 議
会

だ
よ

り
　

N
o.7

2
　

令
和

6
年

2
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
広
聴
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
１
年
、当

委
員
会
で
は
、読
み
や
す

く
、わ
か
り
や
す
い
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
鋭
意

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
、議
会
だ
よ
り

の
向
上
の
た
め
、「
議
会

だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
」の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、５
月
実
施
予
定

の
議
会
報
告
会
の
検
討

も
行
っ
て
お
り
、議
会
の

報
告
の
み
な
ら
ず
、市
民

の
声
を
聴
く
場
の
形
成

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
に
関
心
を
持
た

れ
る
議
会
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
松
末　
博
年
）

発
行
責
任
者
丸
山　

稔

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長
安
井　
浩
二

副
委
員
長
相
原
真
知
子

委

員
近
藤
千
枝
美

〃

丹
生
谷
美
雄

〃

松
末　
博
年

〃

渡
部　
勇
次

〃

永
井　
大
介

〃

野
口　

竜

日 月 火 水 木 金 土

3/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

３月定例会のお知らせ（予定）

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

編　
集　
後　
記

　

ま
ず
は
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
本
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
活
動
に
ご
尽
力
く
だ

さ
っ
た
歴
代
役
員
の
皆
さ

ま
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
認
定
こ
ど
も

園
と
な
っ
た
本
園
は
、
役

員
活
動
に
お
い
て
も
新
し

い
道
を
歩
み
始
め
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
役
員
が
活
動

テ
ー
マ
と
し
た
も
の
は
、

「
尊
重
」
と
「
交
流
」
、
こ

の
２
つ
を
い
か
に
し
て
バ

ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
か

で
し
た
。

　

保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
が

「
尊
重
」
さ
れ
る
べ
く
、

活
動
の
軽
減
化
を
試
み
る

一
方
で
、
昨
今
希
薄
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
保
護
者

同
士
の
「
交
流
」
の
場
を

設
け
た
い
。
お
互
い
が
心

地
良
い
距
離
感
で
楽
し
め

る
空
間
作
り
を
、
全
員
で

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
き
ま

し
た
。

　

本
園
は
こ
れ
か
ら
も
、

新
し
い
道
を
模
索
し
な
が

ら
、
時
代
に
合
わ
せ
た
活

動
を
目
指
し
て
い
く
で

し
ょ
う
。
本
年
度
役
員
も

そ
の
礎
の
一
つ
と
な
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
こ
れ
以

上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
温
市
立
認
定
こ
ど
も
園
北
吉
井
幼
稚
園

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

橋は
し
本も
と 

真ま

衣い

さ
ん

「
尊
重
」
と
「
交
流
」

人
シ
リ
ー
ズ

開会
総務・文教

委員会

一般質問 一般質問 質疑
予算委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
分科会

文教委員会
分科会

予算委員会 春分の日 閉会

 

議会だよりが
スマホで読めます。

保護者交流イベント
“北幼 Café”

　「人シリーズ」では、議会だより第
61号（令和３年５月１日発行）から
今号まで、東温市 PTA 連合会の幼
稚園・小学校・中学校の会長の皆さま、
寄稿していただきありがとうござい
ました。今後も、子どもたちのため
により一層活躍されますことを期待
しております。
　次回からは「さくらセレクト」に
登録された東温市産の素晴らしい食
材や製品と生産者を紹介します。
　お楽しみに。


